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「乳がんの長期予後（再発・死亡のリスクなど）を 
予測できる指標の特定」について記者発表を実施 
本学 臨床検査医学講座が、大阪府
立成人病センターと共同で、323名
の乳がん患者さんについて解析を行

った結果、タンパク質「RB1CC1」が
乳がんの長期予後（再発・死亡のリ

スクなど）を予測できる指標であるこ

とを特定し、この度、臨床検査医学講

座 岡部教授・茶野准教授の出席のも
と記者発表を行いました。  
 
通常、がんの治療においては５年生

存が治療成功の一指針とされていま

すが、乳がんでは治療を８～10年を
行っても、再発や死亡に至るケース

があり、いつまで治療を行い、いつま

で経過をフォローするべきかについ

ての明確な科学的根拠ありませんで

した。 
 
「RB1CC1」は、通常、細胞核内に存
在するタンパク質ですが、これが、細

胞核外に存在する場合や全く存在し

ない場合については予後が悪いとい

うこと、さらに、がん抑制分子として知

られているタンパク質「RB1」及び
「p53」と関連させ解析を行ったとこ
ろ、この３者のうちどれかに異常があ

る場合においては、特に５年経過後

の再発や死亡のリスクが高いことが

明らかになりました。検査は、手術時

や生検時に採取した病理標本を用い

て実施できるため、新たに患者さん

に負担をかけることはありません。 
 
記者からの取材に対し、茶野准教授

は「これにより、乳がん患者さんの５

年以上フォローが必要かどうかの判

断は科学的根拠をもってできることに

なった。患者さんにとっても医師にと

っても負担の軽減につながると考え

ます。」と語りました。 

記者発表の様子 

インタビューを受ける 

茶野准教授 
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立命館守山高校と高大連携事業協定を締結 

滋賀医科大学と立命館守山高等学

校は 12月 2日、連携して生徒の教
育を行う高大連携事業の協定書に調

印しました。 
 
立命館守山高等学校の生徒に、医

療に関する大学の教育・研究に触れ

る機会を提供することにより、基礎医

学や医療従事者の使命や働きがい

等に関する講義を通して生徒の医療

に対する理解を深め、主体的な進路

選択に資することを目的とします。 
 
平成 22年 5月より本学等におい
て、フロンティアサイエンスコース１年

生全員を対象に「医療関係者からの

講演会」や、同コース２年生の希望者

を対象に、医療に関わる基礎的な内

容の講義や実習を行う予定です。 
 
調印式において馬場学長は、「地域

に支えられ信頼される医療人を育成

するために、地域の高校生が医学・

看護学を身近に感じてもらえるような

授業を実施し、地域医療の担い手を

育てる一助になればと思う。」と語り

ました。 
 
本学が県内高校と高大連携事業の

協定を締結するのは、膳所高校、虎

姫高校に次いで３校目となります。 

握手を交わす 

小畠校長(左)と馬場学長(右) 

「非燃焼型医療廃棄物処理機」の開発・導入について 
のプレス発表 

本学では、地元企業と共同で開発を

行った「非燃焼型医療廃棄物処理

機」を本年４月より導入・限定的に稼

働させ、医療廃棄物処理を行ってき

ました。これは、医療廃棄物を燃やさ

ず処理する世界初の装置です。約７

ヵ月間の運用を経て、この度、本機に

ついて実機等を使いプレス発表を行

いました。 
 
本機は、医療廃棄物に一切触れるこ

となく処理ができ、酸化チタン加熱に

より廃棄物を瞬時に分解・ガス化しま

す。有害ガスはシステム内で中和処

理され、音や臭いの問題もありませ

ん。また、従来に比べて 31.3％以上
のＣＯ２を削減できます。 
 
当日は、本学外科学講座の谷教授、

三重大学の山本教授（本学非常勤講

師）が、熱触媒による分解のメカニズ

ムや実用化に至るまでの経緯・改良

点について説明を行いました。多くの

報道機関に参加いただき、活発な質

疑応答が行われました。 
 
記者からの取材に対し、谷教授は

「日々排出される医療廃棄物をなん

とか大学内で処理できないかとの思

いで開発をはじめました。思い描いて

いたことが現実となり、このように実

用機を発表できたことを大変嬉しく思

います。本機序の他産業への展開を

支援していくとともに、今後は、ゴミを

ださない大学を目指す“ゼロエミッショ
ンプロジェクト”推進が具体化できま
す。また、本システムを地域社会に広

げていく“グリーンイノベーション”に発
展させていきたいと思っています。」と

語りました。 

医療廃棄物を燃やさず処理する 

世界初の装置 

熱心に質問される 

記者のみなさん 
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最優秀賞を受賞した総務課 

業務改善ポスター発表会を実施 

各部門における業務改善の取組状

況を全学で共有し、さらなる業務改

善に向けての動機付けとなるよう、

また相互の改善に役立てられるよ

う、昨年に引き続き「業務改善ポスタ

ー発表会」を９月２９日～１０月１日

に開催しました。 
 
各部署がそれぞれ作成した業務改

善事例ポスターを期間中掲示すると

ともに、１０月１日午後２時からは、

発表者の説明及び全体討論会が行

われました。それを受け、学内外４

名の審査員による審査が実施さ

れ、全１５件のポスターの中から、

各賞が以下の通り選出されました。

 
全体討論会では、「出来るだけ多く

の人の参画意識を高める工夫と具

体的数値でグラフ化し『見える化』を

図ることが重要。」という意見があり

ました。今後もさらなる業務改善・サ

ービス向上等に努めていきます。 

琵琶湖客船メグミに乗船 

「環びわ湖大学・地域コンソーシアム」学生支援事業 
として宿泊研修を実施 

「環びわ湖大学・地域コンソーシア

ム」の２０１０年度学生支援事業は、

本学が主担当大学となり、新たに琵

琶湖客船メグミを借り上げた１泊２日

の研修を１０月２・３日に実施しまし

た。 
 
この企画は、各大学の特徴を活かし

つつ、地域住民との交流による地域

理解、ボランティア活動等を通じた

社会学習会的な学びの企画や学生

が大学の垣根を越えて交流できるこ

とを目的に実施し、県内１２大学の

学生、職員総勢約７０名が参加しま

した。 
 
初日は快晴のもと、メグミ船内での

本学服部副学長のあいさつに始ま

り、竹生島宝厳寺見学の後、沖島で

は地引網、沖島巡り、清掃ボランテ

ィアの３企画に分かれて研修を実施

した。また、この活動から得られた

成果や滋賀の魅力や振興の提言を

学生目線で行う成果発表会の企画

を議論するなどの学生交流会が実

施されました。 
 
二日目は、琵琶湖博物館の見学を

行い、滋賀県の自然環境や地域の

理解を深め、午後には、ＪＲ守山駅

で解散となりました。なお、１２月上

旬にこの活動から得られた成果を

「環びわ湖大学・地域コンソーシア

ム」地域連携事業として発表する予

定です。 

最優秀賞 総務課 「文書番号管理システム『BUN・BAN』の開発」 
優秀賞 病院管理課 「ITを活用した病院長のスケジュール管理」 

治験管理センター「治験審査委員会（IRB）審議資料 削減大作戦」 
患者支援センター 「退院支援の早期介入」 

 

沖島での地引網体験 
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「科学研究費補助金に関する説明会」を開催 

本学では、科学研究費補助金の申請

件数、採択率、採択額の向上を図る

ことを目的として、9月 30日と 10月
4日の２回に分け、「科学研究費補助
金説明会」を開催しました。 
 
第１回の説明会では、日本学術振興

会より吉野明研究助成第一課長を講

師としてお招きし、科学研究費補助

金制度の最近の動向や、研究計画

調書作成上の注意事項などを詳細に

説明していただき、多数の学内研究

者が興味深く聞き入っていました。 
 
また、第２回説明会では、生理学講

座松浦教授、福井研究協力課長よ

り、審査員に好印象を与える研究計

画調書の具体的な記述方法などにつ

いて説明があり、最後には、参加者と

の活発な意見交換がなされました。日本学術振興会吉野課長 

による講演 

生化学・分子生物学講座 

石田准教授 

「“しが医工連携ものづくりｸﾗｽﾀｰ”地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｸﾗｽﾀｰ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ型）ｷｯｸｵﾌ･ﾌｫｰﾗﾑ」が行われました 
財団法人滋賀県産業支援プラザと

滋賀県が主催し、独立行政法人科

学技術振興機構 JSTイノベーショ
ンサテライト滋賀・滋賀医療機器工

業会・滋賀医科大学等の後援で、

「“しが医工連携ものづくりクラスタ
ー”地域イノベーションクラスタープ
ログラム（グローバル型）キックオ

フ・フォーラム」が 10月 13日に琵
琶湖ホテルで行われました。  
 
このフォーラムは、文部科学省から

地域イノベーションクラスタープログ

ラム（グローバル型）の選定を受

け、「しが医工連携ものづくりクラス

ター」として開始している事業の目

標及び計画内容等について広く県

内企業等に公表・普及することによ

り、産業応用への関心を高めるととも

に、滋賀県における「医工連携ものづ

くりクラスター」形成の促進を図ること

を目的に、多数の出席者で盛況に開

催されました。  
 
本学からは、このプロジェクトの共同

研究テーマの説明として、生化学・分

子生物学講座石田准教授が１グルー

プを代表して「超微量生体標本分析

技術が拓く高度先端医療の研究開

発」について、外科学講座来見准教

授が２グループを代表して「体腔鏡手

術ロボティック技術が拓く高度先端医

療の研究開発」についての講演を行

い、参加企業等多数の出席者が熱

心に耳を傾けました。 

外科学講座 来見准教授 



 

 
- 5 -

国立大学法人 滋賀医科大学 077-548-2012 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高校生らを対象に体験授業を実施 
本学では、平成１５年度より、毎年学

園祭（若鮎祭）の日程に合わせて、医

学や看護学への関心を深めてもらえ

るよう、高校生を対象に体験授業を

実施しています。 
 
今年は去る 10月 23日（土）に、社
会医学講座（衛生学部門）垰田准教

授を講師に「労働と健康」というテー

マで体験授業を開催しました。当日

は、県内外から高校生、保護者等合

わせて約 70名の参加がありました。
 
終了後のアンケートには、「衛生学」

という治療とは違った視点からみた

医学に関して新たに興味がわいたと

いう感想や、進路を考えるうえでの参

考になったという感想が多数みられ、

熱心に興味深く受講していただけた

ように感じられました。 
 
また、パワーポイントのスライドを使

用した講義は、高校生にも大変わか

りやすくてよかったと好評で、「滋賀

医科大学に入学したくなった」という

意見もあり、医療だけでなく本学に対

する興味を高めていただける良い機

会となりました。 

事例検討を行いました

がん医療に携わる医療従事者を対象に緩和ケア 

研修会を開催 

国のがん対策推進基本計画および

滋賀県のがん対策推進計画では、

「がん診療に携わるすべての医師が

研修等により 、緩和ケアについての
基本的な知識を習得する」ことが目

標として掲げられております。 
 
この目標達成のため、滋賀県では、

「滋賀県緩和ケア研修会標準プログ

ラム」に基づき、がん医療に携わる

医療従事者を対象に緩和ケア研修

会を実施することとしており、この研

修会開催は本学が主催する地域が

ん医療の均てん化活動のひとつで

もあります。 
 
研修会当日は、学内外の医師・看

護師 15名が講義やワークショップ・
ローループレイを通して緩和ケアに

関する知識を習得するとともに、明

日からの臨床に活かせるような学び

を得ることもでき、有意義な時間と

なったようでした。 

講座は３日間にわたり実施

第 24 回滋賀医科大学公開講座を開催 

10月 7・14・21日の３日間にわた
り、「がん・感染症を考えよう！」をテ

ーマに、第 24回滋賀医科大学公開
講座を草津市立まちづくりセンター

において開催しました。  
 
10月 7日（木）は、泌尿器科 成田
充弘講師、内科学講座（消化器内

科） 藤山佳秀教授、小泉祐介助教

の講演が、10月 14日（木）は、総
合がん治療学講座醍醐弥太郎特任

教授、病理学講座（疾患制御病理

学部門）伊藤靖准教授の講演が、 
10月 21日（木）は、皮膚科学講座 
田中俊宏教授、立花隆夫准教授、

中西元講師の講演が行なわれ、参

加いただいた方々は各講師の講演

を熱心に聴講しておられました。 

約 70名の方に 

ご参加いただきました 
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出席者全員による 

献花が行われました 

１０月２８日（木）午前１０時から本学

体育館において、ご遺族、ご来賓、し

ゃくなげ会会員及び教職員・学生約

600名の参列の中、厳かに第３６回
滋賀医科大学解剖体慰霊式を執り

行いました。このたびは系統解剖４０

霊、病理解剖４２霊、法医解剖８７

霊、計１６９霊を新たにお祀りし御霊

のご冥福をお祈りしました。 
 

 慰霊式は、出席者全員で御霊に黙
祷を捧げ、諸霊芳名拝誦、馬場学長

及び学生代表による慰霊の辞、高橋

しゃくなげ会理事長の献辞、出席者

全員による献花が行われました。 
 
最後に、ご遺族代表のご挨拶に続

き、本学教授代表として病理学講座

の小笠原教授から挨拶があり、閉式

となりました。 

第３６回「若鮎祭」（学園祭）を開催 
10月 23日（土）と 24日（日）の両日
に第 36回若鮎祭が開かれました。
今年度は「彩（いろどり）」をテーマとし

てメインステージでの様々な企画、サ

ブステージも設置し、体育館、食堂で

もダンスや美容ブース、教室を使った

迷路など盛りだくさんの企画が行わ

れました。フィナーレでは花火を使っ

た感動的な演出がされるなど盛大に

行われ、終了いたしました。  
 
また、講演会には、教育者であり、

中・高校生の非行・薬物汚染・心の問

題などを中心に活動されている夜回

り先生こと水谷 修氏と、在宅での看

取りのあるべき姿を、講演や著作を

通して広く世の中に訴えかけられて

いる緩和ケア医の小澤竹俊氏のお二

人をお招きしました。 
23日（土）に行われた水谷先生の講
演会場には、立ち見が出るほどの盛

況ぶりでした。参加された多くの方々

から、感動の声をいただきました。 
 
24日（日）の小澤先生の講演会で
は、医師や福祉関係の専門職の方

や、看取りを行っている当事者の

方々など、幅広くご参加いただき、こ

ちらも好評を博しました。両日の観客

動員数は 400名を超えました。 

「がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動 “臨床診断 
研究支援活動”」の統括班長に醍醐教授が就任 

文部科学省 科学研究費補助金 新
学術領域研究において、東京大学を

中心として「がん研究分野の特性等

を踏まえた支援活動」が推進される

こととなりました。 
 
この活動は５つの支援活動からな

り、その１つである「臨床診断研究支

援活動」の統括班長に本学 総合が
ん治療学講座 醍醐 弥太郎 教授が
就任致しました。 

「がん研究分野の特性等を踏まえた

支援活動」は、研究者間の連携と交

流を図るとともに、研究成果を診断・

治療につなげていくというプロジェクト

です。 
 
本学では、国内のがん研究者の基礎

研究で得られた新規がん臨床診断法

の有用性の迅速な科学的評価・検証

と実用化を支援してまいります。 

第３６回解剖体慰霊式を挙行 

「臨床診断研究支援活動」 

統括班長 醍醐 弥太郎 教授 

花火によるフィナーレ 
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ソーラーアークでの記念写真 

去る 11月 2日（火）及び 3日（水）の
２日間、飛騨高山及び郡上八幡方面

へ外国人留学生及び外国人研究者

等の宿泊見学バス旅行を実施しまし

た。 
 
服部副学長、相浦国際交流支援室

長らの引率のもと総勢 30名、留学
生等は家族を含め９割近くの者が参

加しました。  
 
初日は岐阜羽島の太陽光発電施設

ソーラーアーク(Solar Ark)と、飛騨高

山まつりの森ミュージアムを見学、そ

の後ゆっくり宿の温泉を楽しみまし

た。 
 
２日目は高山陣屋と陣屋朝市散策の

後、郡上八幡にある世界で唯一の食

品サンプル製作所いわさきでの食品

サンプル制作体験を行いました。 
 
日本情緒と最新技術を満喫すること

ができ、参加者一同は大満足の宿泊

見学旅行となりました。 

外国人留学生等の宿泊見学バス旅行を実施 

第２５回滋賀医科大学公開講座を開催 
11月 1日・8日・15日の３日間にわ
たり、「高齢者の健康」をメインテーマ

とした第２５回滋賀医科大学公開講

座を草津市立まちづくりセンターにお

いて開催しました。  
 
11月 1日（月）は、「高齢者の看護・
介護」をテーマに、臨床看護学講座

（クリティカル）遠藤善裕教授、（老年）

太田節子教授、（精神）瀧川 薫教

授、（成人）宮松直美教授の講演が、

11月 8日（月）は、「あなたの腎臓だ
いじょうぶ？防ごう慢性腎臓病」をテ

ーマに、腎臓内科 宇津貴講師、血

液浄化部 一色啓二助教の講演が、

11月 15日（月）は、泌尿器科学講座
荒木勇雄准教授、整形外科 猿橋 

康雄講師の講演が行なわれました。

参加された方々は、身近な話題の講

演を熱心に聴講しておられました。 

この事業は、大学の教育・研究に触

れる機会を提供するとともに、医療に

対する理解を深めてもらうこと、また、

視野をひろげてもらうことを目的とし

たもので、医学・医療等に興味のある

膳所高校２年生を対象に、今年の４

月より、「細胞が癌になるとき」、「医

師の使命と働きがい」、「看護師の使

命と働きがい」、「近未来型医療ナビ

ゲーション外科とロボット手術」などの

講義を実施してきました。また、夏休

みには「ニワトリ肝臓の乳酸脱水素

酵素の働きを測る」実験実習を行い

ました。 

11月 15日（月）には、最終回の講義
として、臨床看護学講座 遠藤教授が
「大腸癌治療の最前線」の講義を行

い、引き続き、終了式を実施しまし

た。  
 
参加された 41名の生徒の皆さん
は、高等学校の授業終了後に本学を

訪問し、午後 4時過ぎから受講され
ていたにもかかわらず、90分間の講
義を毎回熱心に聞き入っておられま

した。 

平成２２年度滋賀医科大学・膳所高等学校 
高大連携事業の終了式を実施 

終了式の様子 

たくさんの方に 

ご参加いただきました 
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平成２２年度地震防災訓練等を実施 
11月 19日（金）に緊急時通報訓練
及び地震防災訓練を実施しました。

緊急時通報訓練として、大学構内

において爆発があり、職員２名が負

傷したとの想定で、緊急連絡網によ

る連絡訓練、災害対策本部の設置

及び本部要員参集訓練を早朝より

実施しました。 
 
また、１４時半からは、地震防災訓

練として、琵琶湖西岸断層帯で発生

した震度７の地震を想定し、初動態

勢訓練、避難誘導訓練、初期消火

訓練、応急処置及びトリアージ訓

練、情報伝達訓練等を行いました。
 
これらの訓練は、「滋賀医科大学防

災マニュアル」及び「滋賀医科大学

医学部附属病院防災マニュアル」に

基づき、自らの安全を確保し、迅速

な防災体制に移行する一連の対応

行動を身に付け、防災意識の高揚

を図ることにより、教職員、学生並

びに附属病院における患者さん等

の生命身体の安全を図ることを目

的としたものです。 

トリアージ訓練 

（治療優先度により患者さんを

振り分けます） 

本学では、経営協議会の外部委員に

学内の施設案内を実施しており、前

回４月２８日の「動物生命科学研究セ

ンター」と「ＭＲ医学総合研究センタ

ー」施設見学に続いて、１１月２４日

経営協議会終了後、附属病院内にあ

る人体模型と実践的な医学教育・医

療技術トレーニングができる機器を

備えた技術訓練室「スキルズラボ」を

見学しました。 
 

馬場学長や医師臨床教育センター太

田病院教授から、学生や研修医の各

種シミュレータ・トレーニングについて

説明がありました。 
 
外部委員から、実際に研修医がトレ

ーニングしている状況や手術室内に

見立てた部屋を見学し、現実的な臨

場感あふれる実習が行われ、現場に

即したシミュレーションになっていると

の声がありました。 

経営協議会外部委員が滋賀医科大学施設を見学 

シミュレーション装置の 

説明を受ける外部委員 

シミュレーション装置 実習を行う研修医 手術部内に見立てた部屋 



 

 
- 9 -

国立大学法人 滋賀医科大学 077-548-2012 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

去る 11月 28日（日）に、プライマリ
ケア医の生涯学習促進を目的とし

て、大津市のピアザ淡海を会場に、

今年で４回目となる「琵琶湖プライマ

リケア・リフレッシャーコース～心房細

動に出会ったら～」を開催しました。
 
このワークショップは、日頃、学生の

診療所実習や全人的医療体験学習

を受け入れていただいている診療所

の医師を主な対象とし、プライマリケ

ア医の日常診療に必要な知識や技

術を最新化し、明日からの診療や学

生指導に活かしていただくことを主な

目的として実施したものです。 
 
当日は、今回のテーマと同名の著書

で大変有名な、心臓血管研究所常務

理事・研究本部長の 山下 武志先

生を講師に迎え、学長の挨拶の後、

家庭医療学講座の三ッ浪 健一教授
の司会・進行により、「心房細動に出

会ったら」と題し、講演や質疑応答が

行われました。 
 
山下先生の講演は、心房細動に出

会ったら何をすれば良いのか、ワー

ファリンはどのように使うのか、どん

な症例を専門医に送るのかなどにつ

いて、極めて明快に、重要なポイント

をわかりやすく述べられるもので、受

講者の評価は極めて高いものでし

た。 
 
最後に設けた質疑応答の時間も十

分に取ることができ、山下先生の説

得力のある回答に全員が十分に納

得して閉会しました。   
 
来年度は平成 23年 9月 11日（日）
に神戸大学大学院医学系研究科感

染治療学分野教授 岩田 健太郎 
先生を講師にお招きし、第５回リフレ

ッシャーコースを開催いたしますの

で、今後もご期待下さい。 

プライマリケア医を対象にした「琵琶湖プライマリケア・ 
リフレッシャーコース（第４回）」を開催 

司会進行の三ッ浪教授 

クリスマスイルミネーション点灯式を実施

附属病院では、玄関前のスペース

等を利用して「クリスマスイルミネー

ション」を設置しています。この催し

は看護広報活動推進委員会が中心

となって、毎年実施している季節行

事で、患者さん、地域住民の方々、

病院スタッフに大変親しまれていま

す。 
 

初日となる 11月 30日の午後 5時
からは、患者さんやご家族にもお集

まりいただき、柏木病院長らによる

点灯式を行いました。10秒前から
のカウントダウンの声にあわせて点

灯ボタンが押されると、幻想的なイ

ルミネーションが一斉に浮かび上が

り、大きな歓声と拍手がわきおこり

ました。 
点灯式での記念撮影 

心臓血管研究所 山下先生 

による講演 

「心房細動に出会ったら」 
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去る 11月 29日及び 12月 2日に
「基礎・臨床融合の学内共同研究発

表会」を開催しました。この学内共同

研究発表会は、本学が進めている５

大重点プロジェクト（１．サルを用いた

医学研究、２．核磁気共鳴（ＭＲ）医

学、３．神経難病研究、４．生活習慣

病医学、５．地域医療支援研究）に続

く独自のプロジェクトとして、基礎・臨

床の融合した研究を推進するもので

す。  
 
11月 29日の第１回研究発表会で
は、「ＵＤＰ－グルクロン酸転移酵素

遺伝子多型による薬剤代謝への影

響と副作用発現の予測のための研

究」を研究テーマとし、病理学講座

（疾患制御病理学）の小笠原一誠教

授の司会・進行のもと、富山県立大

学工学部の生城真一准教授、小児

科学講座の丸尾良浩講師、薬剤部

の寺田智祐教授にそれぞれ講演をし

ていただきました。 
 
12月 2日の第２回研究発表会で
は、「腸内疾患と生活習慣病との関

わり」を研究テーマとし、（財）微生物

化学研究会の小幡徹氏を講師として

お招きし、「新しい高感度エンドトキシ

ン測定法の開発“それで何がわかる
のか”」と題し講演をしていただきまし
た。  
 
今年度には、第３回（イオンチャンネ

ルの遺伝子異常と遺伝性不整脈の

発症）を 2月 2日に開催することとな
っています。 

基礎・臨床融合の学内共同研究発表会を開催 

生城准教授による講演 

第 53回滋賀医科大学管弦楽団定期演奏会 
12月 4日（土）14:00より、栗東芸術
文化会館さきら大ホールにて、本学

卒業生 岩井一也 氏（音楽監督）の指
揮により、第５３回滋賀医科大学管弦

楽団定期演奏会が実施されました。  
 
演奏会では、チャイコフスキー・交響

曲第１番、ワーグナー・歌劇「タンホイ

ザー」より大行進曲、シベリウス・カレ

リア組曲が演奏されました。 
 
当日は、満員に近い来場があり、大

盛況の中で行われました。また、開

演前にはロビーにてミニコンサートも

行われました。 

盛況な演奏会となりました 

小幡氏による講演 
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説明会の様子 

本学・浜松医科・旭川医科・札幌医

科・関西医科・聖マリアンナ医科の六

医科大学と JST（独立行政法人科学
技術新興機構）の主催で、12月 9日
（木）東京・市ヶ谷の JSTホールで、
六医科大学合同新技術説明会が開

催されました。  
 
本説明会は、企業関係者を対象に実

用化を展望し、ライセンス可能なテー

マの技術説明を行い、広く実施企業・

共同研究パートナーを募るものです。
 
本学からは、生化学・分子生物学講

座（分子生理化学）石田 哲夫准教

授が「直接測定によるタンパク質の

結合機能診断と創薬支援」と題して

研究内容を発表致しました。   

この説明会の参加企業 60余社は、
大学発のライセンス可能な特許内容

の説明に、熱心に聴きいりました。そ

の後、発表者と聴講した企業との情

報交換の場が持たれました。 
 
翌 10日（金）は、六医科大学情報交
換会が行われ、本学からは、平野 

正夫産学官連携コーディネータ（特任

教授）が、本学の「5つの重点プロジ
ェクト」を中心に、大学の紹介や産学

官連携への取り組みなどの紹介をし

ました。  
 
その後、知財、産学連携等に関する

活発な意見交換会が行われ、有意義

な情報交換の場となりました。 

六医科大学合同新技術説明会が開催されました 

「大学を支える人材を育むための宿泊研修」を実施 
昨年度に引き続き、12月 17日（金）
～18日（土）に「大学を支える人材を
育む宿泊研修」を長浜ロイヤルホテ

ルにて開催しました。研修には役員と

教職員計 78名の参加があり、講演・
グループディスカッション・全体討議

等を行いました。 
 
今年度は、昨年度の参加者からの意

見を反映し、管理職の教職員だけで

なく、准教授・講師、係長クラスの職

員までを参加対象者とし、若い世代

にも本学の課題について考える機会

を提供することにより、教職員一丸と

なって積極的に課題に挑戦する土壌

作りに努めることができました。  
 
初日には、馬場学長から「国立大学・

医学部の行方は？」と題した講義が

行われ、また、立命館アジア太平洋

大学副学長 本間政雄先生から、教

職協働の在り方や大学改革などにつ

いてご講演をいただき、全体討議に

おいてもコメントをいただきました。  
 
全体討議では、グループディスカッシ

ョンで話し合った、人材育成戦略への

提言、組織の活力の発揮と幸せな働

き方の実現、滋賀医大にかける夢な

どといったテーマについて発表があ

り、様々な提案に対して意見交換を

行いました。 様々な提案に対して、
大学として検討を加え、具現化に向

けた取り組みを進めていくこととして

います。 

グループディスカッション 

全体討議の様子 
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パネルディスカッションの様子 

文部科学省の主催で、12月 21日
（火）東京都新宿区日本青年会館で

「地域イノベーションシンポジウム in
東京～地域発ライフイノベーションの

創出に向けて（メディカルサイエンス

分野）～」が開催されました。  
 
このシンポジウムは、各地域がイノベ

ーションを推進する研究分野のうち、

代表的なメディカルサイエンス（医療

機器・医薬品等）分野における各地

域間のネットワークの強化を図り、ラ

イフイノベーションを効率的に創出す

る方策を探ることを目的としていま

す。 
 

地域の産学官関係者（産業界、大学

等、行政、支援機関等）が一堂に会

し、これまでに実施してきたクラスタ

ー関連事業の成果の共有化を図り、

国際競争力を有するイノベーションを

創出する上での課題や障害及び今

後の在り方等を議論しました。   
 
本学からは、外科学講座・学長補佐

（産学連携担当）の谷 徹 教授が、び
わこ南部地域研究副統括のパネリス

トとして、パネルディスカッションに参

加し、滋賀県におけるイノベーション

システム整備事業の「“いつでも・どこ
でも高度先端医療”技術の事業化」等
について、発表を行い、活発な意見

交換が行われました。 

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ in東京が開催されました 

附属病院 院内クリスマスコンサートを開催 
１２月２２日（金）午後５時から附属病

院Ｄ病棟６階の展望レストランにて、

恒例のクリスマスコンサートを実施し

ました。 
 
これは本学卒業生の野澤正寛先生と

同志により毎年開催している入院患

者さんを対象としたイベントで、今年

で９回目となりました。 
 
当日は約１５０名と過去最多の来場

者があり、「ここは病院ということを忘

れられるひと時を」という主催者の思

いのもと、「クリスマスソング」、「トト

ロ」、「ＮＨＫ連続ドラマ－てっぱん－

のオープニング曲」が演奏され、 最
後には「ふるさと」を来場者全員で合

唱し、涙される方も見受けられるよう

な感動の雰囲気の中、コンサートは

終了しました。 
多くの来場者であふれる会場 
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１月１５・１６日 大学入試センター試験 

１月１７日   「バイオ医療学」市民公開講座「人体の不思議  －ヒト脳の３Ｄ構造－」 

２月１９日    市民公開講座「自分でできる生活習慣病の予防」 

２月２５・２６日 一般選抜試験 

３月１０日    卒業式 

平成 23年１月～３月の行事予定 

 

所在地： 

〒５２０－２１９２ 

滋賀県大津市瀬田月輪町 

開学： 

１９７４年１０月１日 

活動内容： 

教育・研究・診療 

大学概要 

 

役員： 

学長      馬場忠雄 

理事（教育等） 服部隆則 

理事（医療等） 柏木厚典 
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教育関係 

2010/12/18  産経  滋賀県内 13大学・短大が連携「大学立国」さらに活性化 
2010/12/02  各紙（2紙）  長浜バイオ大の副学長に三輪氏.  

2010/11/25  朝日  生活保護家庭の子らに「個別指導」 勉強あきらめない

で  
2010/10/25  産経  学生マンションの郵便受け燃える  
2010/10/08  朝日  滋賀医科大学学園祭講演会  

 
研究関係 

2010/12/27 産経  乳がん再発リスクを予測.  
2010/12/19  読売  乳がん再発予測 たんぱく質で 滋賀医大が基準発見  
2010/12/16  毎日  コレステロールを考える「高いと長生き」巡り論争  
2010/12/15  各紙（3紙）  乳がん再発 細胞に予兆 滋賀医大 手術時に検査可能.  

2010/12/15  日経  滋賀医大が手法 マーカーが特定 乳がん再発 可能性判

定.  
2010/12/07  読売  熱触媒で医療廃棄物処理  
2010/11/18  読売  超小型ロボで病気治療  
2010/11/10  各紙（3紙）  火使わず医療ごみ処理 滋賀医大 実用化に成功.  
2010/11/10  各紙（2紙）  医療ごみの処理 高温触媒で分析  
2010/11/10  日経  医療廃棄物を燃やさず処理  
2010/10/25  日経  アルツハイマー病薬効を簡易測定  
2010/10/21  京都  医工連携 湖国発ビジネスへ  
2010/10/01  毎日  日系ブラジル人サポート 母子保健マニュアル  

 
病院関係 

2010/12/21  産経  東近江総合医療センター 滋賀病院敷地に建設  
2010/12/16  読売  東近江市総合医療センター 病棟建設 市負担 20億円  

2010/12/11  京都  良い眠りで元気(6) 睡眠でワクチン効果 病気の回復に不
可欠  

2010/12/10  中日  東近江総合医療センター 基本協定書案を報告  
2010/12/09  京都  2医療施設で連携を 草津 小児救急見直し提言  
2010/12/05  読売  病院の実力 37 腰・首の手術  

2010/12/05  読売  正しい姿勢で予防 滋賀医科ｋ大学付属病院 猿橋康雄・

整形外科外来医長  
2010/11/22  朝日  体とこころの通信簿 飛蚊症  
2010/10/29  京都  父も子育て「平和な家庭」・・・潜む危険  
2010/10/28  毎日  がん患者に語る場  

2010/10/28  日経  もっと知りたい 糖尿病対策 そして、ジェネリック医薬

品  
2010/10/08  京都  県立養護学校の分教室 滋賀医大に設置要望  
2010/10/04  産経  家庭と健康 腸内細菌のお話.  
2010/10/03  読売  病院の実力 35 大腸がん  

 
社会連携 

2010/12/07  中日  うつ病理解を医師が講座  
2010/12/05  中日  滋賀医科大 医師育成へ連携 立命館守山高と協定締結  
2010/12/05  守山市民新聞  高大連携に調印 立命館守山と滋賀医大.  

報道された滋賀医科大学 （平成22年 10月～平成 22年 12月） 
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2010/10/31  中日  市民ら健康的な睡眠の取り方学ぶ  
2010/10/20  朝日  大津市で睡眠講座 医師会が質問募集  
2010/10/08  産経  第 4回滋賀県脳卒中市民公開講座  
2010/10/01  読売  第４回県脳卒中市民公開講座  

 
管理運営 

2010/11/07  京都  国立大中間目標 達成は「順調」 ０９年度評価  
 
その他 

2010/12/15  中日  男女共同参画 県内大学いま一つ 18日に近江八幡 推進
へ向け講演会.  

2010/12/01  朝日  平成 22年度医学教育等関係業務功労者文部科学大臣表彰.  
2010/11/25  京都  平成２２年度援護事業功労者厚生労働大臣表彰  

 


